
‘
集
会
施
設
で

の
集
い
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寺
町
に
ほ
ど
よ
い
空
間
 

rI 
寺田丁のシラカフ時計店の向かいに、 

バスク肩寺合室が新しく建てられました。 
こク折寺合室、同町内会員がバスを待

つ間に少しで・もイ木んで’もらおうと才オ料・
費約20万円をか‘ナて、骨組み、内タ1、装等
の全工程を町一内会から什こ表した10名が
手造りしたもの。 

中には、ひば材を使用した 5 人掛け
の長椅子も設置されています。 
これからは、吹雪いていてもバスのI 

待ち時間が楽になります。 

へ
 

へ
 

若
い
人
と
対
等
な
関
係
を
築

い
た

上
で
人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
が

あ
る
」
と

い
う
意
識
を
住
民
全
体

が
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

三
、
老
人
ホ
ー
ム
 

「
ア
ン
ト
ニ
オ
ホ
ー
ム
」
 

こ
の
ホ
ー
ム
は
従
来

の
完
全
看

護
シ
ス
テ
ム
と
は
違
う
 
「準
看
護

シ
ス
テ
ム
」
を
採
用
し
て
い
る
。
 

老
人

の
全
て
を
ケ
ア
ー
す
る
方
法

は
と
ら
ず
、

自
分
た
ち
が
出
来
る

こ
と
は
自
分
た
ち
が
行

い
、
そ
れ

を
サ
ポ

ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム
。
現

在
八
十
名
が
入
所
、
さ
ら
に
緊
急

用
と
し
て
四
名
分
を
常
時
確
保
し

て
い
る
。
 

ま
た
、
病
院
に
入
院
し
て
い
た

人
が
直
ぐ
、
社
会
生
活
に
入
れ
な

い
場
合
の
ケ
ア
ー
と
食
事
宅
配
サ
 

ー
ピ
ス
、
 
一
日
ケ
ア
な
ど

マ
ル
チ

ケ
ア
施
設
と
し
て
サ
ー
ピ

ス
が
行

わ
れ
て
い
る
。
 

ま
た
施
設
は
、
市
の
負
担
が
入

居
者

一
人
あ
た
り
二
百
二
十
万
円

と
多
額
の
税
金
で

運
営
さ
れ
て
い

る
た
め
、
職
員
は
最
小
限

に
配
置
。
 

特
に
看
護
婦
は
、
八
時
か
ら
十
七

時
七
名
、
十
七
時
か
ら
ニ
十
三
時

二
名
、
二
十
三
時
か
ら
八
時

一
名

の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
非
常
時
に

は
非
番
の
看
護
婦
に
緊
急
連
絡
が
 
 入

り
、
対
応
で
き
る
体
制
を
整

え

て
い
る
。
 

こ
の
施
設
に
は
百
六
十
人

が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

は
交
通
費
な
ど
も
一
切
も
ら
っ
て

い
な
い
。
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招

く
こ
と
な
く
、
支
出
を
抑
制
す
る

方
法
を
絶
え
ず
検
討
し

な
が
ら
施

設
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
今
後
は
ま

す
ま
す
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
が
必

要
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

最
後
に
訪
問
し
て
み
て
感
じ
た

こ
と
は
、
若
い
人
も
老
人
も
自
主
 
 的

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
決
し
て

官
主
導
で
は
な
い
。
自
分
が
動
け

る
う
ち
は
、
他
人
に
奉
仕
す
る
、
 

や
が
て
自
分
が
動
け
な
く
な
っ
た

時
に
確
実
に
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら

れ
る
と
い
っ

た
環
境
が
整
っ

て
い

る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
か
ら
と
思

う
。
ま
た
、
今
回
接
し
た
高
齢
者

の
方

々
は
、
日
本
と
は
違
い
、
全

く
 
「暗
さ
」
を
感
じ

る
こ
と
が
な

い
。
国
全
体
が
福
祉
に
対
し
財
政

を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
積
極
的

に
挑
戦
し
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
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隊
一
 
人
 

纂

昭

鷲

裁

川
歳
鷲
 

航

団
白

3
4金
妻

難
 

業

救

名
齢

地
族

空
 

身
 

職
航

氏
年
出
家

ト
 

ト
ト

ト
ト
 

金
木
町
の
皆
さ
ん
、
新
年
明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
 

私
は
、
高
校
卒
業
後
、
航
空
自

衛
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
三
沢
基
地
、
浜
松
基

地
を
経
て
、
現
在
秋
田
空
港
に
あ

る
秋
田
救
難
隊

に
勤
務
し
て
お
り

ま
す
。
大
型

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
二
機

と
、
捜
索
機
二
機
し

か
な
い
小
さ

な
部
隊
で
す
。
 

私
達
の
仕
事
は
、
自
衛
隊
の
航

空
機
が
墜
落
し

た
場
合
の
人
命
救

助
を
主
任
務
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
緊
急
空
中
輸
送
、
山
岳
遭

難
、
海
難
事
故
、
地
震
等
の
災
害

派
遣
を
通
じ
て
民
間
へ

の
協
力
も

実
施
し

て
い
ま
す
。
 

普
段
は
、

い
つ
で
も
ど

こ
か
ら

で
も
安
全
、
確
実

に
救
助
出
来
る

よ
う
に
、
海
上
救
出
訓
練
、
山
岳

救
出
訓
練
、
落
下
傘
降
下
訓
練
、
 

救
急
処
置
訓
練
、
飛
行
訓
練
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
 

訓
練
等
で
、

自
然
と
接
す
る
機

会
が
多

い
の
で
、
趣
味
も
釣
り
、
 

山
菜
採
り
、
キ
ャ

ン
プ
な
ど
野
外

で
の
行
動
が
主
体
で
す
。
 

私
は
、
人
命
救
助
と
い
う
仕
事

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
体
力
の
練

成
及
び
健
康
状
態

の
維
持
に
心
掛

け
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
子
供
の

頃
、
金
木
町
で
培
わ
れ
た
粘
り
と

根
性
が
、
仕
事
に
大
い
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。
 

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
は
寒
さ

も
益
々
厳
し
く
な
リ
ま
す
が
金
木

町
の
皆
さ
ん
、
体
に
は
十
分
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

最
後
に
も
し
、
遭
難
す
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
必
ず
助
け
に

行
き
ま
す
。
 

痴
呆
疾
患
 

予
防
講
習
会
 

ト
二
月
十
一
日
、

保
健
セ
ン
タ
 
を

通
し
て
介
護
の
あ
り
方
と
痴
呆
 

ー
で
痴
呆
疾
患
予
防
講
習
会
が

開
 
の

予
防
法
を
学
ん
で
」
と
挨
拶
。
 

か
れ
、
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
約
六
十
 

加
賀
谷
幸
子
同
保
健
所
健
康
推

人
が
健
康
劇
を
通
し
て
痴
呆
の
主
 
進
課

長
が
 
「痴
呆
老
人

の
介
護
に

な
症
状
に
つ
い
て
知
リ
、
家
族
の
 
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
、
引

対
応

の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
 

き
続
き
参
加
者

の
中
か
ら
三
チ
ー
 

五
所
川
原
保
健
所
と
金
木
町
が
 

ム
が
健
康
劇
を
通
し
て
老
人
の
痴

共
催
し
た
こ
の
講
習
会
は
、
高
齢
 

呆
の
初
期
症
状
か
ら
悪
化
に
い
た

化
社
会
が
進
む
に
つ
れ
、
痴
呆
性
 
る

ま
で
、
そ
し
て
そ
れ
を
取
り
巻

老
人
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
痴
呆
 

く
家
族
の
対
応
も
最
初
は
戸
惑
い
、
 

の
病
気
の
知
識
と
具
体
的
な
対
応
 
だ

ん
だ
ん
疲
労
が
増
し
て
い
く
状

の
仕
方
を
体
験
し
な
が
ら
学
習
す
 
態

ま
で
を
実
演
。
最
後
に
介
護
と

る
と
い
う
も
の
。
 

痴
呆
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
ま

は
じ
め
に
、
渡
辺
春
夫
五
所
川
 
と

め
ま
し
た
。
 

原
保
健
所
次
長
が
「
今
日
の
体
験
 

▲健康劇では参加者の名演技が次々と 
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▲合格した生徒たちが集合 

電
卓
検
定
等

の
資
格
を
必
ず
取
得

し
て
卒
業
す
る
と
い
う
目
標
が
あ

り
ま
す
。
生
徒
は
そ
れ
に
向
か
っ

全
国
商
業
高
校
協
会
が
主
催
す
 
て

長
谷
川
善
教
諭

の
指
導
の
下
授

る
第
十
五
回
ワ
ー
プ

ロ
検
定
が
、
 

業
時
間
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
放
課

十

一
月
二
十
四
日
行
わ
れ
、
受
験
 
後
を

利
用
し
て
学
習
し
て
き
た
も

し
た
金
木
高
等
学
校

（
校
長
ー
吉
 
の
で

す
。
 

田
正
美
）
二
年
生
八
十

一
人
が
全
 
大

き
な
自
信
を

つ
け
た
生
徒
八

員
揃
っ

て
合
格
し
ま
し
た
。
 

十

一
人
は
「
次
は
、
ワ
ー
プ

ロ
検

同
校
で
は
、
二
年
生
か
ら
就
職
・
 
定
二
級
、

全
員
揃
っ
て
合
格
を
目

進
学

コ
ー
ス
の
二

つ
に
分
け
ら
れ
 
標

に
頑
張
り
た
い
」
 
と
話し
て
い

就
職
の

A
コ
ー
ス
は
、
ワ
ー
プ

ロ
、
ま
し
た
。
 

金
高
創
立
以

来
の

快
 
挙
 

(
 



ふ
れ
あ
い
弁
当
 

金
木
町
の
一
人
暮
ら
し

の
お
年

寄
り
全
員
に
十
二
月
十
九
日
、

手

作
り
の
温
か
い
 
「ふ
れ
あ
い
弁
当

と
お
菓
子
」
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

ま
し
た
。
 

町
社
会
福
祉
協
議
会

（
会
長

廿

角
田
正
男
）
が
町
と
町
赤
十
字
奉

仕
団
、
町
連
合
婦
人
会
、
町
民
生

委
員
協
議
会
ら
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
お
こ
な
っ
た
も
の
。
 

一
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
た
ち
 

に
「
ふ
れ
あ
い
配
食
サ
ー
ビ

ス
事

業
」
を
実
施
し
て
い
る
町
社
会
福

祉
協
議
会
で

は
今
回
、

ク
リ
ス

マ

ス
が
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
お
菓
子

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
中
央
公
民
館
に
婦

人
会
等
が
集
ま
り
、
卵
焼
き
、

マ

カ
ロ
ニ
サ
ラ
ダ
、
野
菜
の
煮
物
、
 

な
ど
栄
養
価
の
高
い
お
弁
当
を
作

り
、
温
か
い
う
ち
に
職
員
と
ヘ
ル

パ
ー
、
各
地
区

の
民
生
委
員
を
か

い
し
て
一
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り

宅
に
配
り
ま
し
た
。
 

缶詰の食べごろと利用法 

う
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沢
山
の
お
友
だ
ち
と
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
 

ト
お
弁
当
と
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
 

ト
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら

の
手
渡
し
で
 

十
二
月
十
四
日
、
金
木
サ
ン
タ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
恥
が
中
央
公
民

館
で
開
か
れ
、
親
子
連
れ
な
ど

五

百
人
以
上
が

一
足
早

い
ク
リ
ス
マ

ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

同
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
子
供

に
夢
を
与
え
よ
う
と
、
か
な
ぎ
サ

ン
タ

・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

員
会

（
委員
長
廿
田
中

勇
治
）
が

主
催
し
、
今
年
で
九
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。
 

二

m
以
上
の
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
 
 ー

が
飾
ら
れ
た
会
場
で
は
、
サ
ン

タ
へ
の
お
願
い
カ
ー
ド
に
欲
し

い

オ
モ
チ
ャ
を
書

い
た
子
供
が
ポ

ス

ト
に
投
函
。
 

こ
の
後
、
中
里
き
ら
ら
の
会

に

よ
る
楽
し

い
人
形
芝
居
を
観
覧
、
 

あ
わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
 

ス
、
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
な
ど
を
全
員

で
歌
い
、
津
軽
鉄
道

の
社
員
が
扮

す
る
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
か
ら
お
菓

子
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
 

保
存
が
き
い
て
値
段

も
手
ご
ろ
な
缶
詰
。
最

近
は
国
産
品
、
輸
入
品

と
も
に
種
類
も
豊
富
に

な
っ
て
、
ま
す
ま
す
便

利
に
な
り
ま
レ
た
。
 

中
身
が
見
え
な
い
缶

詰
を
買
う
と
き
は
、
た
 

た
い
て
力
ン
カ
ン
と
良
い
音

が
す
る
も
の
を
選
び
ま
し
よ
 

「つ
。
真
空
度
が
高
＜
、
新
鮮

な
証
拠
で
す
。
缶
が
ふ
＜
れ

て
い
た
り
、
さ
び
て
い
た
り

す
る
も
の
は
買
わ
な
い
こ
と
。
 

製
造
年
月
日
、
J
A
Sマ
ー
 

ク
の
有
無
も
し
っ
か
り
チ
ェ

ツ
ク
し
て
＜
だ
さ
い
。
 

缶
詰
と
い
え
ど
も
保
存
期

間
が
あ
り
ま
す
。
室
温
で
貯

蔵
す
る
場
合
、
果
物
の
シ
ロ

ッ
プ
漬
け
が
四
年
、
魚
介
類

の
油
漬
け
や
水
煮
、
食
肉
加

工
品
、
野
菜
の
水
煮
、
米
飯
な
ど
は

五
年
が
目
安
で
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
缶
詰
に
も
食
べ
ご
ろ

が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
レ
よ
う
か
。
 

缶
詰
の
多
＜
は
、
製
造
さ
れ
て
か
ら

少
し
時
間
を
お
い
た
方
が
味
が
な
じ

ん
で
お
い
し
く
な
り
ま
す
。果
物
や

野
菜
は
半
年
か
ら
一
年
、ツ
ナ
や
イ

ワ
シ
の
油
漬
け
は
一
年
か
ら二
年
＜

ら
い
が
食
べ
ご
ろ
で
す
。
 

缶
詰
は
室
温
で
保
存
で
き
ま
す
が
、
 
 

直
射
日
光
に
当
て
る
と
品
質
が
変
化

す
る
の
で
要
注
意
。
で
き
る
だ
け
温

度
変
化
の
な
い
、
さ
び
を
呼
ぶ
湿
気

の
少
な
い
場
所
が
い
い
で
し
よ
う
。
 

果
物
や
み
つ
豆
の
缶
詰
は
、
冷
や

し
て
い
た
だ
＜
と
お
い
し
い
も
の
で

す
が
、
急
い
で
冷
や
した
い
と
き
も
、
 

冷
凍
庫
に
入
れ
る
こ
と
は
避
け
ま
し
 

さ
つ
。
缶
が
破
裂
す
る
こ
と
 

も
あ
り
、
危
険
で
す
。
 

月
 
缶
詰
の

汁
は
、
捨
て
ず
に
 

《
一
 
有
効
利
用
で
き
る
も
の
が
あ

！
」
 
り
ま
す
。
ツ
ナ
缶
の
汁
はド

ず
 
レ
ツ

シ
ン
グ
に
、野
菜
の
水

て
 
煮

缶
の
汁
は
ス
ー
プ
に
、カ

捨
 
二
缶
の

汁
は
み
そ
汁
に
入
れ

も
 
る

と
味
に
う
ま
味
が
で
ま
す
。
 

汁
 

寒
い
日
に
は
、
ツ
ナ
缶
や

り
 

サ
ケ
缶
を
使
っ
た
鍋
料
理
は

酬
》
 
い
か
が
で
し
ょ
う
。
こ
の
場
 

合
、
缶
臭
＜
な
る
の
で
缶汁
 

は
使
わ
ず
に
具
だ
け
を
使
い

ま
す
。
白
菜
、
ネ
ギ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
な
ど
の
野
菜
と
相
性
が
よ
＜
、
コ

ク
の
あ
る
鍋
が
味
わ
え
ま
す
。
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I  
~ 
I 

▲働〈少年を励げます会~ 

▼除排雪対策本部結団式~ 

つがる弁 り イ ズ 

   

こ
く
み
ん
ね
んき
ん
 

学
生
の
皆
さ
ん
も
 

二
十
歳
に
な
っ
な
ら

国
民
年
金
に
加
入
 

し
ま
し
よ
う
 

学
生
の
皆

さ
ん
も

二
十
歳

に
な

っ
た
ら
国
民

年
金

に
加
入
す
る

こ

と
が
義
務
付

け
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

平
成
三

年
三
月
ま
で

は
二
十
歳

以
上
で

も
、
学
生
は
希
望
し

た
人

だ
け
が
入

る
任
意
加
入

の
仕
組

み
 

。
 

。
 

に
な
っ

て
い
ま
し

た
。
 

し
か
し
、

加
入

し
て
い
な
か
っ

た
場
合
、

こ
の
間

に
事
故
な
ど

で

障
害
を

持
っ

た
場
合
、

障
害
基
礎

年
金
を
受
け

る
こ

と
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
 

ま
た
、

老
齢

基
礎
年
金

は
二
十

歳
か
ら
加
入
し
な
け
れ
ば

将
来

満

額
の
年
金

を
受
け

る
こ
と
が
出
来

な
い

の
で
、

こ
の
点
で
も
不
利
で

し
た
。
 

こ
の
よ
う
な

不
利
益
を

な
く
す

た
め
、
学
生
で
あ
っ

て
も
二
十
歳

か
ら
国

民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
 

，
 

ト

《
‘
・
 

が
義
務
付

け
ら

れ
た
の
で

す
。
 

」
 

二
十
歳

に
な
っ

た
ら
、

住
民
票

・

の
あ
る
市
町
村

役
場
で

加
入

の
手
‘
 

続
き
を

し
て

下
さ
い
。

親
な
ど

が

◆

代
理
で

す
る

こ
と
も
で

き
ま
す
。
 

学
生
本
人
に
収

入
が
な

い
場
合
、・

親
元
か
ら

保
険

料
を
納
め

て
い
た

だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、

親
元

の
所
得
等
に
よ
っ

て
、

こ
れ
も
困

‘
 

難
な
場
合

に
は
、

申
請
を
し

て
認
〉
 

め
ら
れ

れ
ば
、

保
険
料

の
納
付

を

一

免
除
す
る
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
、

‘
 

市
町
村

役
場

や
最
寄
り
の

社
会
保

険
事
務
所
で

ご
相
談
下

さ
い
。
 

。
 

．
 

。
 

。
，
ー
‘

，
 
一
 
●
，
 

●
 

‘
ト
 
‘
 

，
 

・
 

r、
 

このクイズは若い人の知らない、聞いたことの無い津軽弁

を楽しく、再発見してもらおうと問題にしたものです。 

Q.「ゆぎずっぱどふったっきゃ」 

を標準語の会話に直して下さい。 

正解者の中から抽選で 3名様に素敵な記念品を差し上げま

す。どんどん応募して下さい。 

応募方法 

ハガキに住所、氏名、年齢、職業、電話番号を記入のうえ

①クイズの答②今月号のよかった記事③つまらなかった記事

④ご意見・ご感想を記入のうえ 

〒 O37-O2 金木町大字金木字朝日山323 金木町役場企画室

までご応募下さい。 

応募の締切は 2 月 3 日当日消印有効。当選者の発表は 2 月

号に掲載します。 

12月号は「あらまあ大変だ」でした。当選者は次の 3名です。 
ノー、 	z、 	ェー ー→ “ I ＝ →」一 」,, 金 木 白 川 早 苗 さん 

金 木 田 中 恵 子さん 

石川県 直 江 織 江 さん 

たくさんのご応募、貴重なご意見有難うございます。今回当 

選しなかった方もこれにめげずどしどしご応募下さい。 

も卿呼メ昌呂甘 
●手作りバターケーキ 

材 料 

白砂糖 	100-120g 
卵 	 Mサイズ 3個 

小麦粉 	b0og 
マーガリン 80 g 
（ケーキ用マーガリン又は 

バター） 

バニラエッセンス 少々 

作り方

①天火は200-210でに温めておく、21~ 22cmの型にマー 

ガリンをまんべんなく塗っておく、材料を全部量って

おく。 

②卵は白身と黄身を別々にして、白身だけボールをひっ

くり返しても落ちないように泡立てる。 

③②に砂糖を 2、 3回に分けて入れ、さらにミキサーで

混ぜる。 

④バニラエッセンス少々と卵黄身を入れミキサーで混ぜ

る。 

⑤ふるいにかけておいた小麦粉を入れて泡立て、器でさ

っくり混ぜる。 

⑥マーガリンを溶かし、⑤に入れボールを動かしながら

混ぜて型に流し込み天火で18-20分焼く。 

（マーガリンは熱くても良い） 

好みでくるみやレーズン等を入れるとなお良い。 

今回は家庭でできる簡単なケーキ作りです。ぜひお試

しください。 

食生活改善推進員 



金
木
高
等
学
校

（
校
長廿
吉
田

正
美
）
の
二
年
生
八
十

一
人
が
、
 

十
月
二
十

一
日
か
ら
四
泊
五
日
の

韓
国
へ
の
修
学
旅
行

へ
出
か
け
ま

し
た
。
 

県
内
で
も
近
年
中
国
な
ど
海
外

を
旅
行
先
に
選
ぶ
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
同
校
で
は
も
ち
ろ

ん
初
め
て
の
こ
と
。
 

韓
国

へ
の
修
学
旅
行
は
「
国
際

社
会
に
対
応
で
き
る
生
徒
を
育
て

よ
う
」
と
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
 

同
校
は
、
 一
昨
年
ま
で
奈
良
、
 

園
 

公
 

塚
 

馬
 

天
 

▲
 

京
都
、
広
島
を
回
る
修
学
旅
行
を

続
け
て
き
ま
し
た
が
、
例
年
の
旅

行
日
数
よ
り
も

一
泊
減
っ
た
も
の

の
旅
費
は
、
十
万
円
前
後
と
従
来

と
変
わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
実
現
し

た
も
の
で
す
。
 

具
体
化
に
あ
た
っ
て
は
、
父
母

か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
や
再
三
に
わ
た

る
話
し
合
い
の
ほ
か
、
引
率
す
る

教
師
が
現
地
を
調
査
。
 

見
学
コ
ー
ス
や
時
間
配
分
、
緊

急
時
の
連
絡
先
と
対
応
策
、
言
葉

の
通
じ
る
病
院
な
ど
を
綿
密
に
計
 

立
民
族
博
物
館
を
見
学
。
旅
行
一
一

日
目
に
は
、
慶
州
の
鶏
林
高
校
と

の
交
流
会
を
開
き
ま
し
た
。
鶏
林

高
校
は
、
生
徒
数
約
八
百
人
の
進

学
校
。
交
流
会
で
は
互
い
の
言
葉

が
分
か
ら
な
い
も
の
同
志
と
あ
っ

て
心
配
し
て
い
た
も
の
の
、
身
振

り
、
手
振
り
、
漢
字
を
書
く
な
ど

し
て
自
己
紹
介
や
ゲ
ー
ム
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
交
換
で
楽
し
い
一
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。
 

引
率
し
た
教
員
か
ら
は
 
「同
じ

ア
ジ
ア
同
志
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
交
流
も
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
た
と

思
う
。
お
互
い
の
理
解
を
深
め
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
」
 
と
話
して
い

ま
し
た
。
 

同
校
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
韓
国

へ
の
修
学
旅
行
を
三
年
程
継
続
し

て
い
く
予
定
。
 

真の国際化に向けて 

介
画
し
た
も
の
で
す
。
 

L

瑠
 
修
学
旅
行
に
は
、
校
長
、
引
率

流
己
 
ー
『
一
ーJ「
i

ー
 
ー
H
 
i
,
I
 

交
自
教
員
、
生
徒
、
添
乗
員
総
勢
八
十
 

議
飴
弾
繕
範
」
 

へ
 

へ
 

金
木

病
院

カ
ル

テ

⑩
 

「金
木
病
院
カ
ルテ
」
十
三

年
 

院
 

長
 
伊
 
藤
 

恭
 

雄
 

家
庭
医
学
書
と
い
う
も
の
は
沢

山
出
版
さ
れ
て
い
て
、
求
め
れ
ば

簡
単
に
手
に
入
る
世
の
中
で
す
が
、
 

我
が
町
の
広
報
に
も
身
近
な
当
院

の
職
員
の
、
あ

、
あ
の
人
か
と
判

る
人
の
筆
で
、
町
の
方
々
と
病
気

の
こ
と
、
病
院
の
こ
と
、
健
康
の

こ
と
を
考
え
よ
う
と
い
う
の
が
こ

の
 
『金
木
病
院
カ
ル
テ
』
 
の
趣
旨

で
あ
り
ま
す
。
院
内
で
は
様
々
な

制
約
も
あ
り
十
分
お
話
が
出
来
て

い
な
い
部
分
を
少
し
で
も
補
う
一

助
に
、
と
続
け
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
欄
を
通
じ
て
皆
様
と
お
話
を

す
る
の
も
当
院
の
任
務
の

ー
つ
で

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

も
と
よ
り
金
木
病
院
の
任
務
は

治
療
、
病
気
の
予
防
、
福
祉
の
お

手
伝
い
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
地

域
の
病
院
と
し
て
の
責
務
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
地
域
の
一
次
医
療

i
 

病
気
の
心
配
の
あ
る
時
は
ま
ず
第

一
に
相
談
に
の
り
然
る
べ
き
処
置

を
す
る
こ
と
。
そ
れ
か
ら
二
次
医
 
 療

…
当
院
の
持
つ
機
能
と
設
備
を

フ
ル
に
使
っ
て
よ
り
高
度
な
医
療

を
行
う
事
…
を
我
々
は
担
っ
て
お

り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
当
院
で
は

出
来
な
い
三
次
医
療
…
更
に
高
度

な
特
殊
医
療
…
に
関
し
て
は
県
内

各
特
殊
医
療
施
設
と
強
い
連
携
を

取
っ
て
お
り
ま
す
。
我
々
の
責
務

を
全
う
す
る
よ
う
に
、
新
年
を
迎

え
改
め
て
肝
に
銘
じ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
 

広
報
『
か
な
ぎ
』
の
一
頁
を
お

借
り
し
て
い
る
 
「金
木
病
院
カ
ル

テ
」
、
昭
和
六
十
年
十
月
号
か
ら

始
ま
っ
て
足
掛
け
十
三
年
目
と
な

リ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
当
院
の
医

師
を
は
じ
め
、
看
護
婦
、
各
担
当

の
技
師
、
事
務
系
の
職
員
と
各
分

野
に
わ
た
り
執
筆
し
て
き
ま
し
た
。
 

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
の
こ
と
を

判
り
易
く
書
い
て
き
ま
し
た
。
ど

の
よ
う
な
書
物
も
そ
う
で
し
ょ
う

が
、
書
き
手
が

一
方
的
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
読
み
 

⑩ 広報かなき旧川1111111111 

手
も

一
緒
に
読
み
手
な
り
に
考
え

る
の
が
面
白
い
読
み
方
か
と
思
い

ま
す
。
細
や
か
な
小
欄
で
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
欄
が
町
の
方
々
の
 

何
ら
か
の
お
役
に
立
て
ば
幸
い
で

あ
リ
ま
す
。
我
々
も
あ
ら
ゆ
る
手

だ
て
を
つ
く
し
て
我
々
の
任
務
を

全
う
し
て
い
く
心
構
え
で
あ
り
ま
 

す
。
 

今
年
も
よ
り
良
き
人
生
の
た
め

に
、
御
一
緒
に
歩
ん
で
参
り
ま
し

よ
、つ
。
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羅
礁
蜜
醸
師
 

醸
証
『
一
瞬
一
嘆
」
 

霧
埋
讐
師融
一
」
「
 

佐 田 田 津 I翠竹

藤村中 田 田 内 

次雄友信密正 お

男三希吾雄彦 く 

51 84 20 翁分 52 や 

ととさとととみ 
中 金金嘉嘉金 
柏 
木木木瀬 i頼木 

はじめま して 

，
 
母

一
 

一
 

1
  

拓誉

朗1 

・

（
 

.
 ，

・
 

・
  

ー
 

一
 
ノ
 

 

（
か
ソ
 

／
 

、
 
 

廉え

真ま 

元気にすくすく育ってくれれ 
ばそれでいいです 

（父平井兼仁より） 

健康で思いやりのある子に育 
って欲しい 

（母 白川友里子よリ） 

“雄費毒二’欝 

横ー健ん 
，ー 	一 

’一，、 

イ 	、 

r、！灘 

斗と 『隣
(
,
J
 

ひろ や 

、
1
ノ 

弘 弥 

”  

兄弟仲良く健康に育って欲し 
し、 

（父荒関正広よリ） '1i  

す
、
 

 

ぜ
 ノ

争
」
ー
 
．
 

1
 
右
三
F
,
 
,
 

、
 、

 
に
臨

J
 

際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 
 

、ト
 

●
さ
わ
や
か
グ

ル
ー
プ
  

)
-
 

称
 

二
 
▼

社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

意

あ

り
が

と

う
ご

ざ

い
ま

ー
  

あ
 
（

代
表
廿
小
山

内
ト
シ
 

の
 
一
岩
一

年
 
ュ
：
一
 
略
 
ト
 

、
ー
ノ
 
、
ー
 
プ
一
 

原
営
業
所
 

課
委
託
金

の
一
部
  

」
 
年
末

た
す
け
あ
い
寄
付
金
観
光
 

●

青
森
ャ
ク
ル
ト

（
株
）
五
所
川

一
〇
，
〇
〇
〇
円

八
，
〇
〇
〇
円
 

	

か 	すみ 

	

佳 	純 
心身共に健康でのびのび育っ 
て欲しい 

（母鎌田栄美子より） 

●

サ
ン
一
フイ
フ
か
な
ぎ
 

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 
 

●

大
正
琴

（
会
長
廿
白
川
セ
ッ
）
 
 

▼
子
供
た
ち

の
た
め
に
役
立
て
て

分
し
趣
旨
に
沿
う
よ
う
大
切
に
使

町
内
の
四
カ
所
の
保
育
所
に
配

一
一〇
，
〇
〇
〇
円

七
，
〇
二

一
円
 

「徳
田
貴
美
子

（
雄
治
）
蒔
 

津
 
田
 
ソ
 ノ

（
9
6才
）
嘉

須

崎
 
秀

森

（
6
2才
）
嘉

黒
 
川
 
ふ
 
に
（
伽
才
）
嘉

白

川
兼

五
郎

（
8
3才
）
金

木

立
 
久

一
一
（
6
4才
）
嘉

丹

場
 
金

作

（
9
0才
）
金

岡
本
 

た
 
ゆ
（
8
3オ
）
川

田
中
 

愛
子

（
5
8才
）
金

長
尾
 
ミ
 

サ
（
8
6才
）
金
 

中松福 白 三鎌小平

谷橋長 川 上田 林井 

金金金蒔

木木木田 

田 

木木倉木瀬木瀬瀬瀬 

れ
ん
 
ま
 

廉
真

（
昌利
）
 

ゆ
い
 

唯

（
洋
一
）
 

せ
い
 
を
 

聖
奈

（
聖彦
）
 

有
沙

（
寛
臣
）
 

羅
麟
販
一
？”「
 

（
工
藤
 

俊

（
功
）

平
賀
町
 

「
伊
藤
 
貴
子
（
弘
行
）
嘉
 
瀬
 

験

美
「一
虹一
軸
叡
 

露
八麟
夢
一
「
需
 

（
石
井
 
文
人

（
利
明
）
埼
玉
県
 

獅

瑚
（
兼
仁

）
嘉
 
瀬

弘

弥

（
順
一
）
金
 
木

佳
純

（
浩
明
）
喜
良
市

円
華

（
真
澄
）
喜
良
市
 

お
め
で

と
う
 

12月末現在 

男 5,927 

女 6,542 

計 12,469 

世帯数 3,918 

、、 

前年同月比 

△ 39 

△ 54 

△ 93 

15 

ノ 

戸
籍
の
窓
 

十

二
月
届
出

分
 

荒

関
 
健
斗

（
正
広
）
金
 
木
 

よ
う
 
す
け
 

古
 
川
 
鷹
祐

（
 
一
 
）
金
 木
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

中
谷
 

吉

次

（
8
0オ
）
金
 
木

米
谷
 

ギ
 
ワ

（
9
2才
）
喜
良
市
 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住
所
を
有し
て

い
る
方
々
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
掲
載
を

希
望
し
な
い
方
は
町
民
課
窓
口
に
届
出
の
 

、
 
ノ
 人

ロ
と

世
帯
 

r
 

、
 


